
      

【プロフィール】 

1946 年生まれ。長崎県五島市出身。長崎海 
星高校、日本体育大学卒業。 

長崎海星高校時代に夏の甲子園に 2 度出場、 
この時の感動を後輩に味わわせてやりたいとの思い 
で、指導者の道を選ぶ。大学卒業後、智辯学園の 
コーチを経て 1972 年に監督に、1980 年より智辯 
学園和歌山高校野球部監督に就任。1985 年春 
の選抜大会に同校で甲子園初出場。1994 年春 
の選抜大会で初優勝、1997 年夏、2000 年夏全国制覇。甲子園優勝 3
回、準優勝 4 回。監督としての甲子園通算勝利数 68 勝、甲子園 103 試
合、出場 38 回は歴代最多記録。 

2018 年夏の甲子園第 100 回大会後に監督を勇退。同校並びに智辯
学園高校野球部の名誉監督に就任。2019 年、環太平洋大学特任教授
に就任。 

【講演内容】 

スポーツに取り組んでいる高校生の皆さんは、試合で勝つために、いい記録
を収めるために、毎日練習をしていると思います。そんな皆さんに、日々の練
習はどうあるべきか、試合にはどんな意識をもって臨むべきか、強いチームや選
手には何が備わっているのかということについて、私の経験を交えてお話ししま
す。野球に限らず、全ての競技に通じるものがあると思いますので、それを感じ
取ってもらえればと思います。 

また、スポーツに取り組んだ経験は、これからの人生に大きな影響を及ぼす
ことでしょう。これからの人生を豊かに生きるために、どのような姿勢で日々スポ
ーツに取り組むことが大切か、また、高校時代が人生の基礎を築くためにいか
に大切かということについてもお話しできればと考えています。 

 

令和元年12 月 14 日（土） 
14:00 ～ 16:00 

ホテルいとう 

（岩出市宮 83） 

日時・場所 

問い合わせ先：和歌山県教育庁教育総務局総務課  TEL 073-441-3641 

主        催：和歌山県教育委員会 

講演テーマ 夢叶うまで挑戦 
     ～高校生へのメッセージ～ 

髙嶋 仁 氏 智辯学園和歌山高等学校 名誉監督 

※講演後、質疑応答等の時間を予定しています。 


